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鎌 286,702 丁 20,390
包丁 123,273 8,636
鋸 16,994 枚 6,542







釘 119,041 貫 41,810
銅鋲釘 6,394 4,054
計 45,984
鍬 45,628 丁 20,956
鍋 57,527 個 17,016
釜 10,343 6,764
銅矢立 34,819 本 4,785
銅鍋 2,645 個 2,211
鍵 68,807 1,162










































































































































































































































































































 1927（昭和 2）年 3に東京渡辺銀行・あかぢ貯蓄銀行の休業で金融恐慌が始まった。その後、鈴
木商店の破綻、台湾銀行の全店舗休業など、多くの一流銀行・企業が倒産した。5 月に入ってよう
表２　新潟県央地域出身者の大陸進出状況






京畿道 加茂町 雑貨商 茂野松平
平壌府 三条町 洋雑貨商 川俣義三郎






全羅南道 三条町 綿花及雑貨 五十嵐音松


















































やく一段落した。しかし、1929（昭和 4）年 10月 24日（木）のニューヨーク株式市場の暴落を契
機に恐慌が始り、全世界を巻き込む世界恐慌となっていった。恐慌は長期化し、1933（昭和 8）年
に入ってようやく回復した24。


















戸 人 円 戸 人 円 戸 人 円 戸 人 円 戸 人 円
1928 昭和　3 154 475 485,975 10 60 46,720 1,146 3,626 2,090,148 26 426 612,100 223 455 432,044
1929 昭和　4 128 368 434,930 6 28 30,420 1,198 3,641 1,934,025 30 362 720,150 238 491 412,389
1930 昭和　5 136 379 400,048 5 27 27,776 1,117 3,270 1,538,162 31 470 778,000 274 547 363,278
1931 昭和　6 136 401 373,072 7 31 24,505 1,072 3,232 1,377,625 43 425 792,550 294 587 366,175
1932 昭和　7 143 449 378,293 7 31 17,960 1,113 3,180 1,441,998 47 470 804,660 283 554 362,516
1933 昭和  8 140 448 380,075 4 64 14,418 1,394 3,397 2,068,158 50 594 890,180 327 662 493,386
1934 昭和  9 127 432 352,720 4 60 11,100 1,303 3,532 1,889,084 62 917 1,484,500 339 725 471,555
1935 昭和10 147 761 407,062 7 70 25,630 1,374 3,635 2,295,066 60 1,280 1,852,270 352 853 775,562
1936 昭和11 147 762 423,550 6 34 21,700 1,426 3,709 2,679,233 64 1,710 2,667,490 380 988 994,092
1937 昭和12 147 752 442,884 7 43 40,203 1,418 3,758 2,428,617 64 1,720 2,824,126 429 1,231 1,559,624
1938 昭和13 178 1,035 1,387,963 15 56 38,502 1,195 3,331 4,800,013 72 1,140 1,794,740 508 1,926 2,010,281
1939 昭和14 41 80 74,297 9 84 340,390 1,390 4,098 8,953,218 90 1,311 3,441,549 505 1,981 3,450,963
1940 昭和15 26 54 63,161 7 11 7,785 1,060 3,560 8,953,218 54 762 2,035,026 457 1,950 4,972,397
注：新潟県（1982）『新潟県史　資料編17近代五』pp429-430より作成。
銅器・青銅器 及び真鍮器 鉄製鍋釜 鉄瓶類 刃物類 洋食器 農用機械器具
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区分 総数 満漢人 日本人 朝鮮人 その他
1936年12月末 38,881 23,730 7,332 7,760 59








区分 総数 満漢人 日本人 朝鮮人 その他
1937年12月末 50,017 45,845 3,024 1,072 76














産業都市建設に加茂町民の奮起 物産は満鮮の新天地に躍進 盛況の視察講演会 
（略）視察報告講演会は実業協会主催の下に 18日夜８時から小学校南舎に於いて開会した。
打ち続く不況に叩かれた加茂の各物産が果たして満鮮に進出し得るや否や、俺らが代表は如何
なる視察を遂げて帰町したかその報告を聞かんものと町民は定刻前から続々押し寄せ立錐の余
地なき盛況、（中略）実業協会長田下政治氏の開会の辞に次いで視察団長 
表４　牡丹江市人口の推移
表５　佳木斯市人口の推移
－ 34 －
記念写真が飾られている応接間に通された。さらに夕刻には人力車が迎えに来て、酒食の招待を受
けている。５回目は、主人が車を呼び、朋友（同業者）を紹介してくれている。徹底した厚意が示さ
れたという39。
　外山栄助が、支店を開設した牡丹江市と佳木斯市の人口の推移は表４、５の通りである。いずれ
の市も発展途上であり、日本人の人口も大きく伸びている。外山栄助はこの発展状況を見ており、
大陸進出の拠点とした。
　
４－３　加茂町の取組み
　加茂町から満鮮視察団が派遣されるきっかけをつくったのは、新潟県議会議員で加茂町実業協会
長田下正治であった。1934（昭和９）年の満洲・朝鮮視察後満鮮視察後、「行き詰れる本県の産業
及び我が加茂町の物産の今後躍進すべき天地は満鮮の外にないのである、１日も早く同地の実情を
調査し満鮮の実業家と経済的堅き握手をなし発展してもらいたい」という熱望をもったのである。
1935（昭和10）年、加茂町の助成も得て、７月７日午前９時出帆の新京丸で清津に向かった。一行
は、皆川正蔵が団長となり総勢19名であった40。
　1935（昭和10）年７月20日付け『新潟新聞』は、加茂町実業協会が派遣した満洲・朝鮮視察団の
視察報告講演会の状況を次のように伝えている。
　　産業都市建設に加茂町民の奮起　物産は満鮮の新天地に躍進　盛況の視察講演会
　　 （略）視察報告講演会は実業協会主催の下に18日夜８時から小学校南舎に於いて開会した。打
ち続く不況に叩かれた加茂の各物産が果たして満鮮に進出し得るや否や、俺らが代表は如何な
る視察を遂げて帰町したかその報告を聞かんものと町民は定刻前から続々押し寄せ立錐の余地
なき盛況、（中略）実業協会長田下政治氏の開会の辞に次いで視察団長
　　 ▲皆川正蔵氏は「視察の大要」の題の下に大商業地たらんとする清津、将来の大軍港ともいう
べき羅津、雄基の三港につき視察の結果を述べ　満州国の図們の状況から間島地方の現況と産
業を説き更に延吉、会寧その他は加茂織物が向くかどうか　男物は不向きで婦人物の色織物と
労働者向きのカナキン程度のもの、中流以上の家庭に入る純白な織物、マカロニー、白玉粉（加
茂産が大阪から輸出している）、玩具煙火等は可能性あると信ずる故に進出の対策を講ずべき
であると結び次ぎに、
　　 ▲森田清明氏「木工業に関して」と題し羅津には相当の営業者が多い、殊に新潟の大味屋支店、
大阪屋百貨店等には加茂産の箪笥が驚くべき高価で陳列されているが気候関係で一寸いたんで
いる、これは良材料を持って製作すればと思う。その他会寧に於ける越後屋家具店の状況から
建具方面に言及し木工業者の奮起を促し
　　 ▲広瀬栄寛氏「新京方面」の題下に、（中略）　加茂織物、屏風、白玉粉、マカロニー、箪笥等
挙げて新京を始め満洲国目指して躍進すべきであると激励し、
－ 35 －
　小島康平氏は「吉林方面」と題し、人絹織物も有望であるが、さらに紋織物、染織物を改良し輸
出してはどうか、丸川昌平は「紙工品に就いて」と題し、オンドルを冬季間使用するのでその敷き
紙や日本趣味を好むので屏風等は頗る有望と信ずるなどと報告した41。
　当時、加茂町は「多彩工業の加茂町」と紹介され、生産工業は多種多彩に亘り対外的に名声を馳
せているものに、織物、木工品、白玉粉、マカロニー、押麦、酒等があるとしている。昭和10年中
の輸出向織物は人絹織物35,122疋、514,395円、特殊織物、ネーム、レース136,000円と織物総生産
高5,151,092円の12.6％を占めている。その他の生産高は箪笥60,000本（750,000円）、建具110,900間
（199,620円）、白玉粉300,000貫（360,000円）、マカロニー528,000傍（105,600円）、押麦64,800石（700,000
円）などであり、マカロニーは加茂マカロニー製造所、永井、石附の３社、白玉粉はヤマセ、押麦
は丸英が生産していた。木工品は、東京、京都、大阪、九州のほか朝鮮満洲にまで輸移出されてい
た42。
　加茂町の主要な生産者から構成した視察団を派遣し、大陸進出への町民の期待と熱意をうかがう
ことができる。
４－４　金物産地の衰退
　1938（昭和13）年から翌1939（昭和14）年にかけて、鉄鋼配給統制、非軍需品の銅製品135点製
造禁止、屑鉄統制の実施、金物製造資材の切符制実施、鋼材、コークス、油も配給制となるなど統
制が進展する。金物業界の非常事態といえる状況となった。
　戦時下の金物産地では、軍需優先となり平和部門の製造は衰退していく。
５　まとめ
　新潟県産業界の大陸進出状況については、数値を示す資料は現時点では見つけることができな
かった。３－６で示した1926年の『新潟県人鮮満名鑑録』と同様な資料を数値化して比較すること
ができれば、進出状況を示すことができたと考える。しかしながら筆者の管見では、朝鮮、満州、
関東州各地の商（工）業会議所会員名簿に出身地あるいは本籍まで記載しているものをみた記憶は
ない。新潟県の県人会は、東亜旅行社満洲支部（1942）『満支旅行案内』によれば、満洲の奉天、
営口、鉄嶺、公主嶺、新京、佳木斯、延吉、齋齋哈爾、朝鮮の清津、中国の大同、徐州、開封、南
京、漢口に結成されており、これらの名簿が入手できれば、課題を解明することが可能になるもの
と思われる。
　これまでみてきたように、新潟県をはじめ三条町（市）や加茂実業協会などのように積極的に大
陸進出の推進策を講じたり、また戸山栄助のように満洲に支店を開設したように、三条・燕の金属
産業関係者はあらゆる機会を捉えて、大陸への進出に取り組んだといえよう。
－ 36 －
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